








要約

ヒトパルボウイルスは伝染性紅斑の原因ウイルスとして知られているが、母体内感染によ

って非免疫性胎児水腫を惹き起こすことが報告されている。しかしながらこれまでパルボ

ウイルス感染の血清診断は一部の研究室においてのみ可能であったことから、パルボウイ

ルス感染症の全国的な調僅査はいまだ行われていない。本研究の目的はパルボウイルス 1

血清診断法を確立し、これをもとにパルボウイルス母児感染の実態を明らかにし、非免疫

性胎児水腫(NIHF)とパルボウイルスの因果関係を解明することにある。数年間にわたる研

究の結果、(1)ELISA 法による血清診断法がほぼ確立したこと、(2)原因不明 NIHF の少な

くとも 10%がパルボウイルス母児感染によるものと推定されること、(3)伝染性紅斑の流

行とパルボウイルス母児感染による NIHF の発生に関連性が認められること、(4)パルボウ

イルス母児感染による NIHF の 90%以上は妊娠 15 週から 27 週までのいわゆる妊娠中期に

発生化すること、などが明らかになってきた。


